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 米国における読むことの評価研究の展望 
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２．Afflerbach & Cho(2011)の目的と論構成 






















１  はじめに 
２  章立て 
３  読みの構造の展開 
４  読むことの評価の構造の発展 
５  教室における読むことの評価の妥当性と信頼性の概念の変化 
６  教室における評価はどのように学習者の発達に寄与するか 
７  教室における読むことと、教室における読むことの評価の本質の位置づけ 
８  教室における読むことの評価に影響を与える要因：1 つのモデル 






























３．Afflerbach & Cho(2011)における教室における読むことの評価の重要な概念 
３－１．教室における読むことの評価の基本的な概念 
（１）教室における読むことの評価 













係に重きをおくものであることを表している。Afflerbach と Cho は、このような読みの構造の変
化は、全国学習達成状況調査(National Assessment Governing Board)の定義する読むことの概
念にも表れているとする。 
しかし、このような読みの構造の発展が、そのまま評価の発展につながっているわけではない




























ことになる。以降では、この 2 つの問いに対する彼らの説明を確認していく。 
（２）教室における読むことの評価の妥当性と信頼性の概念 
































































ける読むことの評価に影響を与える 7 つの要素を以下の図 1 のモデルで説明している(p.494)。 
 
図 1 教室における読むことの評価の枠組み 
 












































































































































達性、⑦多様な学習者と彼らの評価の必要性の対応の 3 つについて確認する。 
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